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「地理総合」年間指導計画にもとづく評価規準例 

単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

第 1 編第 1 章 地図と地理情報シス

テム 

1 節「私たちが暮らす

世界」 

2 節「地図や地理情報

システムの役割」 

 

4 月 

～ 

5 月 

7 ・世界地図や地球儀での表現方法な

らびに日本の位置や領域について

の基本的な事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

・地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表にまとめたりし

ている。 

・地図についての基本的な事柄を理

解し、その知識を身に付けている。 

・地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表にまとめたりし

ている。 

・地球上の位置に関する事柄につ

いて、緯度・経度や世界地図・地

球儀や領域の特徴をふまえて多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・さまざまな地図について、縮尺・

媒体・用途などに着目し、適切に

整理している。 

・さまざまな統計数値を、適切な

主題図で表現している。 

・GIS を操作し、計測結果や主題

図を表示している。 

 

・地球上の位置に関する事柄に対

する関心と課題意識を高め、そ

れらを意欲的に追究し、とらえ

ようとしている。 

・紙の地図や GIS に対する関心を

高め、閲覧や作業を通して、それ

らの特徴をとらえようとしてい

る。 

 

〇緯度・緯度の違いが、私たちの生活

に与える影響の度合いについて理

解する。 

〇地球儀と世界地図の違いを理解

し、用途に応じて適切に利用でき

るようにする。 

〇日本の位置と領域を理解するとと

もに、排他的経済水域の重要性を

考える。 

〇さまざまな地図があることを理解

し、地図利用の可能性を考える。 

〇地形図や地理院地図の特徴を理解

する。 

〇主題図の表現方法の特徴を理解

し、用途に応じた利用の仕方につ

いて考察する。 

〇GIS とは何かを理解し、活用の可能

性について考える。 

（1 節 私たちが暮

らす世界） 

１ 緯度・経度 

【24 時間、地球は眠

らない。】 

  ・緯度や経度の基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・緯度や経度について、地図や統計・

画像などの諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取ったり

図表にまとめたりしている。 

・緯度や経度の違いが私たちの生

活に与える影響について、緯度

や経度の特徴をふまえて多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・緯度や経度と、私たちの生活と

の関係に対する関心と課題意識

を高め、それらを意欲的に追究

し、とらえようとしている。 

○地軸の傾きや自転・公転による影

響を理解する。 

○地球上には常に昼と夜が存在する

ことを理解し、時差の影響やそれ

に対する工夫を考える。 

２ 地球儀と世界地

図 

【丸い地球を、平ら

な紙に正しく描ける

だろうか。】 

  ・世界地図と地球儀についての基本

的な事柄を理解し、その知識を身

に付けている。 

・目的に応じて地図の種類を選択し

ている。 

・世界地図や地球儀の利用法につ

いて、世界地図や地球儀の特徴

をふまえて多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に

表現している。 

・世界地図と地球儀の特徴に対す

る関心と課題意識を高め、それ

らを意欲的に追究し、とらえよ

うとしている。 

○地図にはさまざまな種類が存在す

ることについて理解する。 

○平面の地図では地球を正確に表現

できないことを理解し、用途に応

じた地図の利用法を考える。 

３ 日本の位置と領

域 

【小さな島が、大き

な意味をもつのはな

ぜ？】 

  ・日本の位置と領域、日本が抱える

領土問題についての基本的な事柄

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

・日本の位置と領域、日本が抱える

領土問題について、地図や統計・

画像などの諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取ったり

図表にまとめたりしている。 

・国家と領域、日本の領土問題に

ついて、地域性や歴史的背景、日

常生活との関連をふまえて多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・日本の位置と領域に対する関心

と課題意識を高め、それらを意

欲的に追究し、とらえようとし

ている。 

○日本の位置と領域について理解す

る。 

○排他的経済水域について理解し、

その重要性について考える。 

（2 節 地図や地理

情報システムの役

割） 

４ 地図の種類 

【地図を使わない人

は、ほとんどいな

い。】 

  ・地図の分類についての基本的な事

柄を理解し、その知識を身に付け

ている。 

・縮尺に留意して地図を読み取って

いる。 

・地図の種類について、縮尺・媒体

などに着目し、適切に整理して

いる。 

 

・身の回りにある地図に対する関

心と課題意識を高め、それらを

意欲的に追究し、とらえようと

している。 

 

○私たちの生活にさまざまな地図が

利用されていることを理解する。 

○多様な地図が生活を便利にしてい

ることを理解し、地図利用のさま

ざまな可能性を考える。 

５ 地形図のルール 

【地形や土地利用の

歴史がひと目でわか

る。】 

  ・地形図や地理院地図についての基

本的な事柄を理解し、その知識を

身に付けている。 

・地形図や地理院地図から有用な情

報を選択して、読み取ったり図表

にまとめたりしている。 

・地形図や地理院地図の特徴を、

縮尺・地図記号・用途などに着目

し、適切に整理している。 

 

・地形図や地理院地図に関心をも

ち、それらを意欲的に活用して

いる。 

 

○地形図から読み取れることについ

て理解する。 

○地理院地図の特徴を理解し、紙の

地形図との違いについて考える。 

６ 主題図の種類と

読み取り 

【このテーマ、どん

な地図で表すべき

か。】 

  ・主題図についての基本的な事柄を

理解し、その知識を身に付けてい

る。 

・統計の数値に応じて主題図の種類

を選択し、有用な情報を読み取っ

ている。 

・さまざまな統計数値を収集し、

有用な情報を選択して、適切な

主題図で表現している。 

 

 

・主題図の読み取りと作成に対す

る関心を高め、意欲的に取り組

もうとしている。 

 

○主題図にはさまざまな表現方法が

あることを理解する。 

○主題図の表現方法の特徴を理解

し、用途に応じてどのように使い

分けるのかを考える。 

７ 地理情報システ

ムと地図 

【地図の可能性は、

まだまだ広がる。】 

  ・地理情報システム（GIS）について

の基本的な事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

・GIS から有用な情報を選択して読

み取っている。 

・GIS を操作し、距離や面積など

の計測結果や主題図などを表示

している。 

 

・さまざまな GIS を実際に使用

し、GIS のしくみや GIS で実行

できることをとらえようとして

いる。 

 

○地理情報システム（GIS）が幅広い

分野で使われていることについて

理解する。 

○GIS とは何かを理解し、私たちの生

活への影響を考える。 
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単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

第 1 編第 2 章 資料から読み取る現

代世界 

5 月 

～ 

6 月 

5 ・交通・通信技術の発展と国境をこ

えたさまざまな結び付きについ

て、基本的な事柄と追究の方法を

理解し、その知識を身に付けてい

る。 

・交通・通信手段や貿易構造の変化、

世界の国家群の特徴などについ

て、地図や図表の読み取りを通じ

て理解を深めている。 

・交通・通信の利用・整備の状況や

国境をこえた人・モノ・情報の移

動、世界の国家群などについて、

地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

・交通・情報通信が国境をこえて

結び付き、その結び付きがます

ます強固になっていることにつ

いて、地域性や日常生活との関

連をふまえて多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

・貿易や観光などにみられる国境

をこえたモノや人の動きについ

て、地域性や日常生活との関連

をふまえて多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に

表現している。 

・グローバル化の加速によって形

成された地域経済圏や国家群に

ついて、地域性や日常生活との

関連をふまえて多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・交通・通信の発達による社会の

変化と、それとともに起こるよ

うになった諸問題に対する関心

と課題意識を高め、それを意欲

的に追究し、とらえようとして

いる。 

・グローバル化の進む現代世界に

おいて、政治的・経済的な国家間

の結び付きが強まっていること

に対する関心と課題意識を高

め、それを意欲的に追究し、とら

えようとしている。 

○交通・通信網の整備や、人・モノ・

情報の移動に関して、図表の読み

取りを通じて理解する。 

○地域経済圏や国家群の形成過程と

現状について、図表の読み取りか

ら理解する。 

○交通・通信技術の発達により人や

モノ、情報が国境をこえてやり取

りをされるようになったことにつ

いて、適切に理解する。 

○国境をこえた経済活動や政治的な

つながりが、人・モノ・情報などの

やり取りに大きな影響を及ぼして

いることに着目し、現代世界にお

けるグローバル化の進展について

課題意識をもって考察する。 

８ 交通の発達 

【車、鉄道、船、飛行

機が地球をかけめぐ

る。】 

  ・交通の発達と世界の一体化、さま

ざまな交通手段についての基本的

な事柄を理解し、その知識を身に

付けている。 

・交通の発達により時間距離が縮ま

ったことや、国ごとに主に利用さ

れている交通機関の違いを、地図

や図表の読み取りを通じて理解を

深めている。 

・交通の発達によりどのように世

界各地が結び付いたのかを、各

交通機関の特徴や歴史的背景、

日常生活との関連をふまえて多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・交通の発達と世界の一体化、さ

まざまな交通手段の長所や短所

に対する関心と課題意識を高

め、それらを意欲的に追究し、と

らえようとしている。 

○交通手段の多様性とその長所・短

所について理解する。 

○交通手段の発達による生活の変化

を考える。 

９ 情報通信の発達 

【世界中が、ネット

でつながりはしたけ

れど。】 

  ・情報通信網やさまざまな通信技

術、それらの発達についての基本

的な事柄を理解し、その知識を身

に付けている。 

・情報通信網やさまざまな通信技

術、それらの発達について、地図

や画像などの諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取った

り図表にまとめたりしている。 

・情報通信の発達にともなう世界

各地の結び付きの特徴につい

て、歴史的背景や日常生活との

関連をふまえて多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・情報通信の発達と社会の変容に

対する関心と、それに伴って生

じたさまざまな課題に対する意

識を高め、それらを意欲的に追

究し、とらえようとしている。 

○通信情報技術（ICT）の発達につい

て理解する。 

○通信網の発達による生活の変化と

生じた課題について考える。 

10  国境をこえる

人々の移動 

【仕事に、旅行に。

人々は外国をめざ

す。】 

  ・国境をこえて移動をする人々やそ

の目的、移動する地域についての

基本的な事柄を理解し、その知識

を身に付けている。 

・国境をこえて移動をする人々やそ

の目的、移動する地域について、 

 地図や画像などの諸資料を収集

し、有用な情報を選択して、読み

取ったり図表にまとめたりしている。 

・国境をこえて人々が移動する理

由とともに、移動が活発になっ

ている理由について、多面的・多

角的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

・人々が国境をこえた移動をする

背景や、それにともなう問題点

に対する関心と課題意識を高

め、それらを意欲的に追究し、と

らえようとしている。 

○国境をこえる人々の動きについて

理解する。 

○どのような理由で人々がどこから

どこへ移動するかを考える。 

11 拡大する貿易 

【国どうしの貿易

は、どう変化してい

るのか。】 

  ・世界の貿易額の増大、日本を含む

各国の貿易の特徴や産業構造の変

化についての基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・世界の貿易額の増大、日本を含む

各国の貿易の特徴や産業構造の変

化について、地図や画像などの諸

資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表にまとめ

たりしている。 

・貿易のしくみや、貿易量や品目

の変化について多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・世界及び各国の貿易構造、その

変化に対する関心と課題意識を

高め、それらを意欲的に追究し、

とらえようとしている。 

○世界の貿易の変化と、地域経済圏

について理解する。 

○国際分業と産業の変化について考

える。 

12 つながる世界、

多極化する世界 

【国どうしの結び付

きは、世界をいかに

変えるか。】 

  ・世界にあるさまざまな国家群につ

いての基本的な事柄を理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・世界にあるさまざまな国家群につ

いて、地図や画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表にまとめたりし

ている。 

・世界の国家間の結び付きやその

役割について、多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

・国家間の結び付きと変化の特徴

について、関心と課題意識を高

め、それらを意欲的に追究し、と

らえようとしている。 

○国家間のさまざまな結び付きとそ

の役割について理解する。 

○多極化する世界の変化について考

える。 
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単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

第 2 編第 1 章 

 

人々の生活文化と多

様な地理的環境 

1 節「生活文化の多様

性と国際理解」 

2 節「生活文化と自然

環境①地形」 

3 節「生活文化と自然

環境②気候」 

4 節「生活文化と社会

環境①産業」 

5 節「生活文化と社会

環境②宗教・民族」 

 

6 月 

～ 

10 月 

14 ・世界にみられる多様な文化につい

て、基本的な事柄と追究の方法を

理解し、その知識を身に付けてい

る。 

・さまざまな産業とそれらの分布に

ついて基本的な事柄と追究の方法

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

・地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

・文化の違いが生じる理由につい

て、多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現して

いる。 

・世界各地で多様な地形や気候・

植生がみられることについて多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・さまざまな産業の特徴や産業立

地、それらの変化について多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・地域の文化や人々の暮らし、産

業の違いを、それぞれの地域の

自然環境との関連に着目しなが

ら多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現している。 

・文化の多様性と異なる文化の理

解や共存に関して関心と課題意

識を高め、それらを意欲的に追

究し、とらえようとしている。 

・さまざまな自然環境に対応した

人々の生活や産業の工夫につい

て関心と課題意識を高め、それ

らを意欲的に追究し、とらえよ

うとしている。 

・技術の発展やグローバル化など

にともなう産業の発展・変容の

特徴について、関心と課題意識

を高め、それらを意欲的に追究

し、とらえようとしている。 

○世界には多様な文化が存在するこ

と、近年それが均一化する傾向に

あることを理解する。 

○地形や気候が地域によって異なる

ことを理解するとともに、それら

が人々の生活に与える影響につい

て考察する。 

○技術の発展やグローバル化の進展

などにともない、人々の生活文化

や産業及びその立地の変化の特徴

について考察する。 

（1 節 生活文化の

多様性と国際理解） 

13 文化の地域性と

多様性 

【肉じゃがといえ

ば？「牛肉だ！」「豚

肉だ！」】 

6 月  ・文化の地域的な多様性についての

基本的な事柄を理解し、その知識

を身に付けている。 

・日本国内における文化的な差異や

地域的傾向を、地図の読解を通じ

て理解している。 

・文化の地域的多様性が生じる理

由について、多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に

表現している。 

・多様な文化が均一化の傾向にあ

ることなど、現代では文化が変

容しているものがあることにつ

いて関心と課題意識を高め、そ

れらを意欲的に追究し、とらえ

ようとしている。 

○文化は持続することもある一方

で、変容することもあることを理

解する。 

○地域によって文化が異なる理由を

考える。 

（2 節 生活文化と

自然環境①地形） 

14 山地の暮らし 

【山に住むには、ど

んな工夫が必要なの

か。】 

7 月  ・山地に暮らす人々の生活につい

て、写真や図表の読み取りなどを

通じて基本的な事柄を理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・山地での生活の工夫や独自の文

化について、多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に

表現している。 

・山地における伝統的な資源の利

用と文化の形成、および現代社

会における重要性について、関

心と課題意識を高め、それらを

意欲的に追究し、とらえようと

している。 

○山地におけるさまざまな暮らしの

工夫について理解する。 

○山地における自然的、文化的なめ

ぐみに気づき、持続可能な利用方

法について考える。 

15 平野の暮らし 

【流れる川が、地形

を変えていく。】 

  ・平地におけるさまざまな地形の特

徴やそれらの土地利用について、

写真や図表の読み取りなどを通じ

て基本的な事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

・平地のさまざまな地形におけ

る、人々の生活や産業の工夫に

ついて、多面的・多角的に考察

し、その過程や結果を適切に表

現している。 

・平地のさまざまな地形におい

て、近年における利用の変化や

重要性について、関心と課題意

識を高め、それらを意欲的に追

究し、とらえようとしている。 

○河川がつくる平野の小地形につい

て理解する。 

○宅地化による土地利用の変化が、

どのような影響をもたらしている

かを考える。 

16 海岸の暮らし 

【さまざまな海岸

と、そこでの暮らし

とは。】 

  ・さまざまな海岸地形の特徴や、

人々によるそれらの利用につい

て、写真や図表の読み取りなどを

通じて基本的な事柄を理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・さまざまな海岸地形の特徴に応

じた、海からの資源を活用した

人々の生活や産業の工夫につい

て、多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現して

いる。 

・自然的な海岸の変化や人為的な

海岸の改変について、関心と課

題意識を高め、それらを意欲的

に追究し、とらえようとしてい

る。 

○さまざまな海岸の地形とその利用

について理解する。 

○海岸の地形が自然的、人為的要因

によって変化していることを理解

する。 

（3 節 生活文化と

自然環境②気候） 

17 多様な気候とそ

の分布 

【なぜこれほど違

う？暑さ、寒さ、雨の

量。】 

9 月  ・地球上における気候の違いと、そ

れによって生まれた異なる景観に

ついて、グラフ・地図や写真の読

み取りを通じて基本的な事柄を理

解し、その知識を身に付けている。 

・気温や降水量の違いが生じるメ

カニズムを、緯度ごとの太陽か

らうける熱量の違いや地球全体

の大気の流れなどの要因から多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・気温や降水量の違いが与える地

域への影響や、生活様式や産業

にもたらす変化について、関心

と課題意識を高め、それらを意

欲的に追究し、とらえようとし

ている。 

○大気の大循環によって生じる気圧

帯について理解する。 

○気温や降水量に地域差が生じる原

因を理解し、それらが衣食住に与

える影響を考える。 

18 熱帯の人々の暮

らし 

【強い日差しと激し

い雨。人の暮らしと

農業は？】 

  ・熱帯や各気候区の気候の特徴につ

いて、雨温図や写真などの読み取

りを通じて基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・熱帯の植生・土壌の特徴や各気

候区の気候の違いについて多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・熱帯における人々の生活やその

工夫と、気候に対応した農業に

ついて関心と課題意識を高め、

それらを意欲的に追究し、とら

えようとしている。 

○熱帯の各気候区における降水量と

その季節変化の違いについて理解

する。 

○熱帯における土壌や植生の特徴を

理解し、人々の生活や文化に与え

る影響を考える。 

19 乾燥帯の人々の

暮らし 

【雨が少ない！どう

やって水を得る？】 

  ・乾燥帯や各気候区の気候の特徴に

ついて、雨温図や写真などの読み

取りを通じて基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・乾燥帯の植生・土壌の特徴や各

気候区の気候の違いについて多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・乾燥帯における人々の生活やそ

の工夫と、農業や水の確保につ

いて関心と課題意識を高め、そ

れらを意欲的に追究し、とらえ

ようとしている。 

○乾燥帯の各気候区における降水量

の違いについて理解する。 

○乾燥帯における土壌や植生の特徴

を理解し、人々の生活や文化に与

える影響を考える。 

20 温帯の人々の暮

らし 

【冷房不要の地域か

らストーブ不要の地

域まで。】 

  ・温帯や各気候区の気候の特徴につ

いて、雨温図や写真などの読み取

りを通じて基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・温帯の植生・土壌の特徴や各気

候区の気候の違いについて多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・温帯の各気候区における気候や

植生・土壌の特徴と、自然環境に

対応した農業について関心と課

題意識を高め、それらを意欲的

に追究し、とらえようとしてい

る。 

○温帯の各気候区における気温・降

水量とその季節変化の違いについ

て理解する。 

○温帯における土壌や植生の特徴を

理解し、人々の生活や文化に与え

る影響を考える。 



4 

 

単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

21 亜寒帯・寒帯の

人々の暮らし 

【長い冬を過ごすた

めの食料や、町の工

夫とは。】 

  ・亜寒帯・寒帯や各気候区の気候の

特徴について、雨温図や写真など

の読み取りを通じて基本的な事柄

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

・亜寒帯・寒帯の植生・土壌の特徴

や各気候区の気候の違いについ

て多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現してい

る。 

・亜寒帯・寒帯における人々の生

活・産業やその工夫について関

心と課題意識を高め、それらを

意欲的に追究し、とらえようと

している。 

○亜寒帯・寒帯の各気候区における

気温・降水量とその季節変化の違

いについて理解する。 

○亜寒帯・寒帯における土壌や植生

の特徴を理解し、人々の生活や文

化に与える影響を考える。 

（4 節 生活文化と

社会環境①産業） 

22 食生活と農業の

分布 

【人の食生活は何に

よって決まるのだろ

うか。】 

10 月  ・各地域の農業生産の特徴や食文化

のグローバル化について、写真や

グラフ・地図の読み取りを通じて

基本的な事柄を理解し、その知識

を身に付けている。 

・農業形態の違いや地域的な分

布、農業と食文化の関連性につ

いて、多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を適切に表現し

ている。 

・農業が自然環境や技術の発展、

グローバル化の影響で多様性が

生じたり変化したりしているこ

とについて関心と課題意識を高

め、それらを意欲的に追究し、と

らえようとしている。 

○自然環境の面から、食生活の地域

差について理解する。 

○社会環境の面から、農業形態の地

域差について理解する。 

○食文化に多様性が生じる理由につ

いて考える。 

23 工場立地の変化 

【工場は、どんな理

由でどんな場所に建

つのか。】 

  ・さまざまな工業や工場の様子や各

地の工業生産について、写真や地

図などの読み取りを通じて基本的

な事柄を理解し、その知識を身に

付けている。 

・工業の発展と生活の変化、さま

ざまな工業の立地の特徴につい

て、多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現して

いる。 

・国・地域ごとの経済発展や工業

化の違いや、国際分業の進展に

ついて関心と課題意識を高め、

それらを意欲的に追究し、とら

えようとしている。 

○工業立地について理解する。 

○労働集約的な工業の立地が移動す

る理由を理解する。 

○新興工業国と先進国との間で工業

の特徴に違いが生じる理由につい

て考える。 

24 小売業の立地と

人々の生活 

【売り方も、買い方

も、社会とともに変

化する。】 

  ・さまざまな商業地域や店舗の様

子、商業の変化について、写真や

グラフの読み取りを通じて基本的

な事柄を理解し、その知識を身に

付けている。 

・販売される商品の種類や買い物

行動と店舗の立地について、多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・情報通信技術の発達によって、

どのような大きな変化が商業や

消費行動に表れているかについ

て関心と課題意識を高め、それ

らを意欲的に追究し、とらえよ

うとしている。 

○小売業の立地の違いについて理解

する。 

○モータリゼーションの進展とイン

ターネットの普及により、小売業

にどのような変化が生じたのかを

考える。 

25 情報産業の発達

と生活文化の変化 

【ものづくりも働き

方も、ICT が変えてい

く。】 

  ・情報産業が集積している地域の様

子や発展を遂げるさまざまな情報

通信技術について、写真や図など

の読み取りを通じて基本的な事柄

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

・情報通信技術の発展によって産

業や社会がどのように変化して

いるかについて、多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・情報化社会が進んだことによる

生活の変化や、国境をこえて新

たに生じるようになった問題に

ついて関心と課題意識を高め、

それらを意欲的に追究し、とら

えようとしている。 

○情報産業の発展による世界の変

化、産業の情報化とそれに伴って

生じる課題について理解する。 

○情報化社会における働き方につい

て考える。 

（5 節 生活文化と

社会環境②民族・宗

教） 

26 宗教と人々の暮

らし 

【宗教に根ざした、

習慣や文化がある。】 

  ・宗教と生活習慣との関わりや、世

界でみられるさまざまな宗教の特

徴について、写真の読み取りなど

も通じて基本的な事柄を理解し、

その知識を身に付けている。 

・世界の宗教分布と信者数につい

て、地図や図表の読み取りを通じ

て理解している。 

・さまざまな宗教の生活規範など

の特徴について、多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・宗教のもつ役割や他の宗教への

理解や尊重の必要性について、

関心と課題意識を高め、それら

を意欲的に追究し、とらえよう

としている。 

○世界の宗教の分布について理解す

る。 

○宗教ごとに特徴的な生活習慣や規

範があることを理解する。 

〇宗教文化やその分布の変容と、そ

れをもたらす背景について理解す

る。 

第 2 編第 2 章 

 

さまざまな地球的課

題と国際協力 

1 節「地球環境問題」 

2 節「資源・エネルギ

ー問題」 

3 節「人口問題」 

4 節「食料問題」 

5 節「居住・都市問題」 

6 節「民族問題・紛争

と平和の構築」 

7 節「持続可能な社会

の実現をめざして」 

11 月 

～ 

12 月 

11 ・さまざまな要因がからむ地球的な

課題についての基本的な事柄を理

解し、その知識を身に付けている。 

・地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表にまとめたりし

ている。 

 

・地球的な課題について、地域性

や歴史的背景、日常生活との関

連や国際社会の変化をふまえて

多面的・多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現してい

る。 

・各国の社会状況にあった具体的

な解決が求められる地球的な課

題に対する関心を高め、それら

を意欲的に追究し、とらえよう

としている。 

 

〇地球環境問題の背景と影響を理解

し、解決策を考察する。 

〇さまざまな資源・エネルギーの特

徴を理解し、生産や消費のあり方

を考える。 

〇人口問題および居住・都市問題に

関して、発展途上国と先進国とに

分けて、問題が発生する背景や特

徴を理解し、解決策を考察する。 

〇食料問題の地域的な特徴や問題が

生じる背景について理解し、解決

策を考察する。 

〇民族問題・難民問題の現状と背景

を理解し、改善に向けてどのよう

な取り組みが可能であるか検討す

る。 

○地球規模で取り組むべき課題の内

容や特徴を確認し、解決や改善に

向けた取り組みを考える。 

（1 節 地球環境問

題） 

27  地球環境問題

(1) 

【大気と海に、何が

起きているのだろ

う。】 

11 月  ・大気や海洋に関わる環境問題につ

いての基本的な事柄を理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・地球温暖化や海洋のプラスチック

ゴミによる汚染について、地図や

統計・画像などの諸資料を収集し、

有用な情報を選択して、読み取っ

たり図表にまとめたりしている。 

・世界各地で起きている地球環境

問題について、地域性や歴史的

背景、日常生活との関連や国際

社会の変化をふまえて多面的・

多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

 

・さまざまな要因がからむ地球環

境問題に対する関心と課題意識

を高め、それらを意欲的に追究

し、とらえようとしている。 

 

 

○地球温暖化や海洋プラスチックご

みの拡散の現状や原因について理

解する。 

○生産・消費活動により環境問題が

発生することを理解し、解決に向

けた取り組みを考える。 

28  地球環境問題

(2) 

【森林減少と砂漠

化、その原因を探

る。】 

  ・森林減少や砂漠化についての基本

的な事柄を理解し、その知識を身

に付けている。 

・森林減少や砂漠化の状況やメカニ

ズムについて、地図や統計・画像

などの諸資料を収集し、有用な情

報を選択して、読み取ったり図表

にまとめたりしている。 

・深刻化を増す森林減少や砂漠化

について、地域性や歴史的背景、

日常生活との関連や国際社会の

変化をふまえて多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

 

・世界のさまざまな地域で起きて

いる森林減少や砂漠化に対する

関心と課題意識を高め、それら

を意欲的に追究し、とらえよう

としている。 

 

○森林の減少や砂漠化の進行につい

て理解する。 

○森林の減少や砂漠化が人間の活動

によって引き起こされていること

を理解し、改善に向けた取り組み

を考える。 
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単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（2 節 資源・エネル

ギー問題） 

29 資源・エネルギ

ーの偏在 

【誰もが、欲しがる。

だから、取り合い

に。】 

  ・深刻さを増す世界の資源・エネル

ギー問題について、基本的な事柄

や追究の方法を理解し、その知識

を身に付けている。 

・消費の急増や枯渇の危機、南北格

差など、さまざまな問題を抱える

世界の資源・エネルギーについて、

地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表にまとめたりし

ている。 

・世界の資源・エネルギーをめぐ

るさまざまな問題について、地

域性や歴史的背景、日常生活と

の関連や国際社会の変化をふま

えて多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現して

いる。 

・枯渇の危機に直面している世界

の資源・エネルギー問題に対す

る関心と課題意識を高め、それ

を意欲的に追究し、とらえよう

としている。 

○資源・エネルギーの生産地と消費

地は地理的に離れていることを理

解する。 

○新興国のエネルギー需要の増加を

理解し、資源をめぐる対立が生じ

る要因を考える。 

30 化石燃料から再

生可能エネルギーへ 

【地球を、「電池切

れ」にさせないため

に。】 

  ・世界中で需要が高まっているエネ

ルギー資源についての基本的な事

柄を理解し、その知識を身に付け

ている。 

・化石燃料や再生可能エネルギーに

ついて、地図や統計・画像などの

諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表にまと

めたりしている。 

・エネルギー資源の分布や環境へ

の影響などについて、地域性や

歴史的背景、日常生活との関連

や国際社会の変化をふまえて多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

 

・エネルギー資源の生産および消

費に対する関心と課題意識を高

め、それらを意欲的に追究し、と

らえようとしている。 

 

 

○エネルギー資源の種類について理

解する。 

○再生可能エネルギーへの関心が高

まった背景を理解し、再生可能エ

ネルギーの割合の拡大が容易では

ない要因を考える。 

（3 節 人口問題） 

31 人口問題(1) 人

口の増加 

【人が増えたのはな

ぜ？何が問題なのだ

ろう。】 

  ・さまざまな要因がからむ世界の人

口問題について、基本的な事柄や

追究の方法を理解し、その知識を

身に付けている。 

・世界人口の変化や分布、増減など

の特徴、発展途上国の人口問題に

ついて、地図や統計・画像などの

諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表にまと

めたりしている。 

・各国の社会状況にあった具体的

な解決が求められる世界の人口

問題について、地域性や歴史的

背景、日常生活との関連や国際

社会の変化をふまえて多面的・

多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

・地球規模での解決がせまられる

世界の人口問題に対する関心と

課題意識を高め、それを意欲的

に追究し、とらえようとしてい

る。 

○18 世紀後半以降から現在にかけて

の世界の人口推移とその背景を理

解する。 

○人口増加が著しい地域があること

を理解し、その要因・影響を考え

る。 

32 人口問題(2) 少

子高齢化 

【若者が減り、高齢

者が増えるとどうな

る？】 

  ・先進国の人口問題についての基本

的な事柄を理解し、その知識を身

に付けている。 

・先進国の人口問題について、少子

高齢化の要因や影響などに着目し

て、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表にまとめた

りしている。 

・おもに先進国で進む少子高齢化

について、地域性や歴史的背景、

日常生活との関連や国際社会の

変化をふまえて多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

 

・解決のせまられる先進国の人口

問題に対する関心と課題意識を

高め、それらを意欲的に追究し、

とらえようとしている。 

 

○特に先進国において少子高齢化が

進む背景とその影響について理解

する。 

○少子高齢化対策として先進国で行

われている取り組みを理解し、そ

の成果や課題を考える。 

（4 節 食料問題） 

33 食料需給をめぐ

る問題 

【増産しても、まだ

足りない。なぜだろ

う。】 

12 月  ・地域的な要因のからむ世界の食料

問題について、基本的な事柄や追

究の方法を理解し、その知識を身

に付けている。 

・食料供給、食料増産、食料流通の

地域差、さまざまな側面から見た

世界の食料問題について、地図や

統計・画像などの諸資料を収集し、

有用な情報を選択して、読み取っ

たり図表にまとめたりしている。 

・需給のアンバランスな世界の食

料問題について、地域性や歴史

的背景、日常生活との関連や国

際社会の変化をふまえて多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・飽食と飢餓の両方が存在する世

界の食料問題に対する関心と課

題意識を高め、それを意欲的に

追究し、とらえようとしている。 

○食料問題が生じる背景について理

解する。 

○食の安全に関する問題について知

り、その対策について理解する。 

（5 節 居住・都市問

題） 

34 発展途上国の居

住・都市問題 

【人は、何を求めて

都市に向かうのか。】 

  ・解決のせまられる発展途上国の都

市問題について、基本的な事柄や

追究の方法を理解し、その知識を

身に付けている。 

・都市の機能と都市化、都市問題の

発生などについて、地図や統計・

画像などの諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取ったり

図表にまとめたりしている。 

・さまざまな要因のからむ発展途

上国の都市問題について、地域

性や歴史的背景、日常生活との

関連や国際社会の変化をふまえ

て多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現してい

る。 

・複雑で多様な世界の都市問題に

対する関心と課題意識を高め、

それを意欲的に追究し、とらえ

ようとしている。 

○発展途上国で進む都市人口の増加

の背景を理解する。 

○発展途上国の大都市で生じている

経済格差や都市問題について理解

する。 

35 先進国の居住・

都市問題 

【なぜ、再開発が必

要なのか。】 

  ・都市内部の地域で異なる先進国の

居住・都市問題についての基本的

な事柄を理解し、その知識を身に

付けている。 

・各地域の社会状況にあった具体的

な解決が求められる先進国の居

住・都市問題について、地図や統

計・画像などの諸資料を収集し、

有用な情報を選択して、読み取っ

たり図表にまとめたりしている。 

・先進国の居住・都市問題につい

て、都市の内部構造をふまえて

多面的・多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現してい

る。 

・日本をふくむ先進国の居住・都

市問題に対する関心と課題意識

を高め、それらを意欲的に追究

し、とらえようとしている。 

○先進国の都市化と郊外化、そして

都市再開発までの動きとそれぞれ

の背景について理解する。 

○都市再開発に伴って生じる新しい

問題について理解する。 

（6 節 民族問題・紛

争と平和の構築） 

36 民族問題・難民

問題 

【くり返す対立で、

国を追われる人々が

いる。】 

  ・深刻さを増す民族問題・難民問題

についての基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・さまざまな要因がからむ民族問

題・難民問題について、地図や統

計・画像などの諸資料を収集し、

有用な情報を選択して、読み取っ

たり図表にまとめたりしている。 

・民族問題・難民問題について、地

域性や歴史的背景、日常生活と

の関連や国際社会の変化をふま

えて多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現して

いる。 

・地球規模での解決がせまられる

民族問題・難民問題に対する関

心と課題意識を高め、それらを

意欲的に追究し、とらえようと

している。 

○ヨーロッパで起こった難民危機を

手がかりに、難民と民族問題につ

いて理解する。 

○民族問題や紛争の歴史的背景につ

いて考える。 

（7 節 持続可能な

社会の実現をめざし

て） 

37 地球的課題と国

際協力 

【グローバルな課題

を、解きほぐす糸口

とは。】 

  ・地球規模で起きている課題とそれ

に対する国際協力についての基本

的な事柄を理解し、その知識を身

に付けている。 

・さまざまな要因がからむ地球規模

で起きている課題について、地図

や統計・画像などの諸資料を収集

し、有用な情報を選択して、読み

取ったり図表にまとめたりしている。 

・地球規模で起きている課題とさ

まざまな形で行われている国際

協力について、地域性や歴史的

背景、日常生活との関連や国際

社会の変化をふまえて多面的・

多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

・地球規模で起きている課題とさ

まざまな形で行われている国際

協力に対する関心と課題意識を

高め、それらを意欲的に追究し、

とらえようとしている。 

 

○地球規模で取り組むべき課題が、

相互に関連しあっていることを理

解する。 

○先進国と発展途上国の対立などの

課題があることを理解し、持続可

能な開発のための解決法を考え

る。 
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単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

第 3 編第 1 章 

 

自然環境と防災 

1 節「日本の自然環境

の特色」 

2 節「さまざまな自然

災害と防災」 

1 月 

～ 

2 月 

9 ・変化に富んだ日本列島の自然環

境、大きな被害をもたらす自然災

害について、基本的な事柄と追究

の方法を理解し、その知識を身に

付けている。 

・多発している日本列島の自然災害

とその克服について、基本的な事

柄と追究の方法を理解し、その知

識を身に付けている。 

・地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

・日本列島の地形や気候と自然災

害について、地域性や日常生活

との関連をふまえて多面的・多

角的に考察し、その過程や結果

を適切に表現している。 

・日本列島のさまざまな自然災害

と防災対策について、地域性や

日常生活との関連をふまえて多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

・日本列島の豊かな自然環境と近

年増大している自然災害に対す

る関心と課題意識を高め、それ

を意欲的に追究し、とらえよう

としている。 

・深刻な日本列島の自然災害と防

災に対する関心と課題意識を高

め、それを意欲的に追究し、とら

えようとしている。 

○日本列島の自然環境の特徴につい

て世界的な視点からとらえるとと

もに、地形と気候の両面から理解

する。 

○日本列島の自然環境の特徴と各地

域において発生する自然災害との

関係性について、世界的な視点か

ら考察する。 

○日本列島におけるさまざまな自然

災害の発生要因について自然環境

や社会環境との関わりから考察する。 

○自然災害が人々の生活や社会全体

へもたらす影響について多面的・

多角的に考察する。 

○自然災害が人々の生活や社会全体

へもたらす影響をふまえ、地域性

をふまえた防災・減災対策と災害

に強い持続可能な地域づくりのあ

り方について考察する。 

（1 節 日本の自然

環境の特色） 

38 日本の地形の特

色 

【火山や、流れの速

い川。日本は動き続

けている。】 

1 月  ・自然災害や人々の生活との関係性

についての基本的な事世界的な視

点からみた日本列島の地形の特徴

柄を理解し、その知識を身に付け

ている。 

・世界的な視点からみた日本列島の

地形の特徴について、地図や統計・

画像などの諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取ったり

図表などにまとめたりしている。 

・世界的な視点からみた日本列島

の地形の特徴とそれが河川や海

岸の特徴や人々の生活にもたら

す影響について考察し、その過

程や結果を適切に表現してい

る。 

・世界的な視点からみた日本列島

の地形の特徴と自然災害や人々

の生活との関係性についての関

心と課題意識を高め、それを意

欲的に追究し、とらえようとし

ている。 

○プレート境界と日本列島の位置関

係について理解する。 

○日本列島の地形の特徴について理

解する。 

○日本の河川や海岸の特徴について

理解する。 

39 日本の気候の特

色 

【四季ある国の、季

節ごとの天候は？】 

  ・世界的な視点からみた日本列島の

気候の特徴と、自然災害や人々の

生活との関係性についての基本的

な事柄を理解し、その知識を身に

付けている。 

・世界的な視点からみた日本列島の

気候の特徴について、地図や統計・

画像などの諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取ったり

図表などにまとめたりしている。 

・日本列島の気候の特徴をもたら

す要因について世界的な視点か

ら追究するとともに、それが

人々の生活に及ぼす影響につい

て考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・世界的な視点からみた日本列島

の気候の特徴と自然災害や人々

の生活との関係性についての課

題意識を高め、それを意欲的に

追究し、とらえようとしている。 

○日本の春夏秋冬それぞれの季節の

天候を特徴づける気団を理解す

る。 

○日本国内の気候区分と各地域の気

候の特徴を理解する。 

（2 節 さまざまな

自然災害と防災） 

40 地震災害・津波

災害(1) 

【地震が発生するメ

カニズムとは。】 

  ・地震や津波の発生メカニズムや、

それによってもたらされる被害の

状況についての基本的な事柄を理

解し、その知識を身に付けている。 

・地震や津波の発生メカニズムや、

それによってもたらされる被害の

状況について、地図や統計・画像

などの諸資料を収集し、有用な情

報を選択して、読み取ったり図表

などにまとめたりしている。 

・地震や津波の発生メカニズムや

それによってもたらされる被害

の状況について考察し、その過

程や結果を適切に表現してい

る。 

・地震や津波の発生メカニズムや

それによってもたらされる被害

の状況についての課題意識を高

め、それを意欲的に追究し、とら

えようとしている。 

○プレート境界地震とプレート内地

震の違いについて理解する。 

○震源の位置によって、引き起こさ

れる災害に違いがあることを理解

する。 

41 地震災害・津波

災害(2) 

【くり返す地震を、

災害史から学ぶ。】 

  ・地震や津波の発生頻度とその周期

性、災害軽減へ向けての対策、災

害時に取るべき避難行動について

の基本的な事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

・地震や津波の発生頻度とその周期

性、災害軽減へ向けての対策、災

害時に取るべき避難行動につい

て、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表などにまと

めたりしている。 

・地震や津波の発生頻度とその周

期性、災害軽減へ向けての対策、

災害時に取るべき避難行動につ

いて考察し、その過程や結果を

適切に表現している。 

・地震や津波の発生頻度とその周

期性、災害軽減へ向けての対策、

災害時に取るべき避難行動につ

いての課題意識を高め、それを

意欲的に追究し、とらえようと

している。 

○過去の災害の記録が今後の災害の

軽減につながり得ることを理解す

る。 

○地震による被害が増大しやすい地

形分類を理解する。 

○ハザードマップを利用し、身近な

地域の自然災害の可能性を考え

る。 

42 火山の災害とめ

ぐみ 

【火山をよく知り、

共存していくため

に。】 

  ・火山災害が人命に及ぼす被害や災

害の発生メカニズム、火山のもた

らす恩恵についての基本的な事柄

を理解し、その知識を身に付けて

いる。 

・火山災害が人命に及ぼす被害や災

害の発生メカニズム、火山のもた

らす恩恵について、地図や統計・

画像などの諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取ったり

図表などにまとめたりしている。 

・火山災害が人命に及ぼす被害や

災害の発生メカニズム、火山の

もたらす恩恵について考察し、

その過程や結果を適切に表現し

ている。 

・火山災害が人命に及ぼす被害や

災害の発生メカニズム、火山の

もたらす恩恵についての課題意

識を高め、それを意欲的に追究

し、とらえようとしている。 

○日本列島において火山活動が活発

な理由を、プレート境界や日本の

位置を振り返りながら理解する。 

○火山活動にともなう災害の種類を

理解する。 

○火山がもたらすさまざまなめぐみ

を理解する。 

43  気 象 災 害 (1) 

寒さ・暑さと台風 

【雪、猛暑、水不足、

台風。どんな被害を

もたらす？】 

2 月  ・季節ごとに生じる気象災害の発生

メカニズム、それがもたらす被害

の状況や人々の生活に与える影

響、災害軽減に向けた対応策につ

いての基本的な事柄を理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・季節ごとに生じる気象災害の発生

メカニズム、それがもたらす被害

の状況や人々の生活に与える影

響、災害軽減に向けた対応策につ

いて、地図や統計・画像などの諸

資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにま

とめたりしている。 

・季節ごとに生じる気象災害の発

生メカニズム、それがもたらす

被害の状況や人々の生活に与え

る影響、災害軽減に向けた対応

策について考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

・季節ごとに生じる気象災害の発

生メカニズム、それがもたらす

被害の状況や人々の生活に与え

る影響、災害軽減に向けた対応

策についての課題意識を高め、

それを意欲的に追究し、とらえ

ようとしている。 

○季節によって発生しやすい気象災

害とその特徴について理解する。 

○季節によって発生しやすい気象災

害の要因・影響について考える。 
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単元番号 単元名 実施月 

単
元
の
時
数 

評 価 規 準 

学習のねらい 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（評価の方法） 

 

定期テスト 

 

（評価の方法） 

 

定期テスト（論述問題など） 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

（評価の方法） 

 

レポート課題 

討論・発表 

学習の振り返り 

44  気 象 災 害 (2) 

大雨と洪水・土砂災

害 

【大雨で、あふれる

水。何が起こるのだ

ろう。】 

  ・大雨や集中豪雨がもたらす各種災

害とそれらの発生メカニズム、被

害の状況、災害軽減に向けた対応

策についての基本的な事柄を理解

し、その知識を身に付けている。 

・大雨や集中豪雨がもたらす各種災

害とそれらの発生メカニズム、被

害の状況、災害軽減に向けた対応

策について、地図や統計・画像な

どの諸資料を収集し、有用な情報

を選択して、読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。 

・大雨や集中豪雨がもたらす各種

災害とそれらの発生メカニズ

ム、被害の状況、災害軽減に向け

た対応策について考察し、その

過程や結果を適切に表現してい

る。 

・大雨や集中豪雨がもたらす各種

災害とそれらの発生メカニズ

ム、被害の状況、災害軽減に向け

た対応策についての課題意識を

高め、それを意欲的に追究し、と

らえようとしている。 

○外水氾濫と内水氾濫の違いやその

対策について理解する。 

○土砂災害の発生のメカニズムを理

解し、被害を受けやすい場所の特

性について考える。 

45 都市と自然災害 

【都市を襲う災害、

危 険 は ど こ に あ

る？】 

  ・都市における各種災害の発生要

因、災害がもたらす被害の状況、

災害軽減に向けた対応策について

の基本的な事柄を理解し、その知

識を身に付けている。 

・都市における各種災害の発生要

因、災害がもたらす被害の状況、

災害軽減に向けた対応策につい

て、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表などにまと

めたりしている。 

・都市における各種災害の発生要

因、災害がもたらす被害の状況、

災害軽減に向けた対応策につい

て考察し、その過程や結果を適

切に表現している。 

・都市における各種災害の発生要

因、災害がもたらす被害の状況、

災害軽減に向けた対応策につい

ての課題意識を高め、それを意

欲的に追究し、とらえようとし

ている。 

○都市特有の災害の種類と特性につ

いて理解する。 

○都市特有の災害についての要因・

影響を考え、都市部で災害が発生

した際にどのような行動をとるべ

きかを考える。 

46 防災・減災と復

旧・復興 

【地域を災害から守

るため いま、でき

ることは？】 

  ・自助・共助・公助の観点から防災・

減災へ向けた取り組みとその課題

について、各地域におけるさまざ

まな事例を理解し、その知識を身

に付けている。 

・自助・共助・公助の観点から防災・

減災へ向けた取り組みとその課題

について、地図や統計・画像など

の諸資料を収集し、有用な情報を

選択して、読み取ったり図表など

にまとめたりしている。 

・自助・共助・公助の観点から、防

災・減災へ向けた取り組みとそ

の課題について、各地域におけ

るさまざまな事例をもとに考察

し、その過程や結果を適切に表

現している。 

・自助・共助・公助の観点から、防

災・減災へ向けた取り組みとそ

の課題について意識を高め、そ

れを意欲的に追究し、とらえよ

うとしている。 

○大規模災害への対応策について、

自助・共助・公助の観点から理解す

る。 

○これまでの災害の教訓を生かし、

特に、自助・共助に関して講ずるべ

き対策について考える。 

第 3 編第 2 章 生活圏の調査と地域

の展望 

3 月 4 ・地域調査の手順や注意すべきこと

を理解している。 

・地図や統計・画像などの諸資料を

収集し、有用な情報を選択して、

読み取ったり図表にまとめたりし

ている。 

・身近な地域の特徴を、設定した

テーマに沿ってとらえ、明らか

になったことを適切に表現して

いる。 

 

・身近な地域の特徴を明らかにす

るために、意欲的に地域調査に

取り組もうとしている。 

〇地域調査の手順や具体的な手法を

理解し、身近な地域において地域

調査を実践する。 

47 調査テーマの設

定 

【学校のまわりの、

地理的テーマを探

せ！】 

  ・地域調査の手順や注意すべきこと

を理解している。 

・身近な地域の特徴を理解するた

め、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表にまとめた

りしている。 

・身近な地域の特徴をとらえるた

めに、適切なテーマを設定して

いる。 

 

・身近な地域の特徴を明らかにす

るために、意欲的に地域調査に

取り組もうとしている。 

○身近な地域の変遷を新旧地形図の

読み取りなどから理解する。 

○身近な地域の課題に対して異なる

スケールを織り交ぜて考察し、調

査テーマを設定する。 

48 地域調査(1) 資

料調査 

【「○○かな？」まず

は仮説を立ててスタ

ート。】 

  ・地域調査の手順や注意すべきこと

を理解している。 

・身近な地域の特徴を理解するた

め、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表にまとめた

りしている。 

・身近な地域の特徴をとらえるた

めに、適切な仮説を設定してい

る。 

 

・身近な地域の特徴を明らかにす

るために、意欲的に地域調査に

取り組もうとしている。 

○身近な地域の情報を得るためのさ

まざまな手段と注意点を理解す

る。 

○身近な地域で生じている課題の要

因をさまざまな角度から分析し、

仮説を設定する。 

49 地域調査(2) 野

外調査 

【どこを歩いて誰に

聞くか。計画が大切

だ。】 

  ・地域調査の手順や注意すべきこと

を理解している。 

・身近な地域の特徴を理解するた

め、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表にまとめた

りしている。 

・身近な地域の特徴をとらえるた

めに、野外調査の結果を考察し、

適切に表現している。 

 

・身近な地域の特徴を明らかにす

るために、意欲的に地域調査に

取り組もうとしている。 

○目的に応じた野外調査の方法を理

解する。 

〇野外調査を計画し、実施に向けた

手順を考える。 

50 まとめと発表 

【地域のこれから

を、皆で考えていく

ために。】 

  ・地域調査の手順や注意すべきこと

を理解している。 

・身近な地域の特徴を理解するた

め、地図や統計・画像などの諸資

料を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表にまとめた

りしている。 

・身近な地域の特徴を、設定した

テーマに沿って考察し、明らか

になったことを適切に表現して

いる。 

 

・身近な地域の特徴を明らかにす

るために、意欲的に地域調査に

取り組もうとしている。 

○地域調査のまとめ方について理解

する。 

○調査結果に応じてまとめ方や発表

形式を選択し、身近な地域の課題

解決に向けた発表の手順を考え

る。 

   50     

定期テスト １学期中間 

１学期期末 

２学期中間 

２学期期末 

３学期期末 

5 月 

7 月 

10 月 

12 月 

3 月 

 用語などに関する出題から、知識・

技能の定着の実態を把握する。 

論述問題などにより、思考・判断・

表現能力を見る。 

  

 


